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１．平成２４年度 研究会成果
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○ 都市部のコミュニティについては、近年、その機能が十分に発揮されなくなっており、

孤独死や社会的孤立問題の深刻化を招くなど、大きな社会問題と捉えられる。

●都市部のコミュニティの弱体化は「高齢者所在不明問題」等の社会現象の要因の一つとして指摘

●災害対応の観点からも都市部のコミュニティの機能について関心が高まる

都市部のコミュニティの実態を把握し，今後の都市部における
コミュニティのあり方、コミュニティ再生の社会的方策を検討

研究会の趣旨

①自治会・町会加入率の低下

②近所付き合いが希薄

③活動の担い手不足

④支援が必要な住民への対応
・個人情報保護の問題場度から、災害時の要援護者
の情報が自治会等で把握できない。

⑤マンションと自治会の関係
・マンションの自治会加入率の低下

⑥防災面への取組の期待
・住民の防災に対する意識は高い傾向にある。

都市部のコミュニティに対する知見

中間報告（論点整理）より

１．災害対応や地域における活動の多様な担い手と自
治会の関係

・地域の企業や民生委員など、多様な主体と連携した地域活動

２．マンションと自治会等の関係
・自治会とマンションの双方にとって良い関係の構築

３．個人情報保護対策などにおける自治体と自治会等
の活動の関係

・条例の工夫等による要援護者の支援体制の構築

３つの課題

中間報告（論点整理）より

港区、葛飾区への調査を実施



●各都市におけるコミュニティ施
策について、都市の担当者と意
見交換を行う

【意見交換対象者】
・自治体の担当課職員

【意見交換事項】
・防災に対する取組み
・地域活動の取組み
・地域ニーズ
・マンション自治組織のあり方

など

２．平成２５年度の調査の進め方（案）
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●課題に対して先進的に取組む都市

・C都市
・D都市

●震災を経験した都市

・A都市
・B都市

調査対象都市（案） （資料４参照）

・今年度は調査対象を地方圏の都市に拡大し、都市部のコミュニティの実態調査を行う。
・設定した課題を踏まえ、「震災を経験した都市」「課題に特徴的な取組を行う都市」から、

数か所の都市を主な調査対象として選定する。

●地域との関わりやコミュニティに
対しての実態やニーズを聞く

【アンケート対象】
・調査選定都市において、調査協

力頂ける自治会等の住民
Ｓ
【調査イメージ】
「住みやすさ」
「ご近所づきあい」
「ライフスタイル」
「地域の団体に求める活動」
「マンション住民と地域住民の関わ

り」
「行政に求める支援」

●コミュニティの実態等について、
地域の担い手を対象に聞き取り調
査し、より詳細に把握

【ヒアリング対象】
・自治会・町内会の役員等、地域

活動を中心的に行っている方々
【ヒアリング事項】

・防災に対する取組み
・地域活動の取組み
・地域ニーズ
・マンション自治組織のあり方

など
自治体の個人情報の取扱いで先進的な事例
・個人情報取り扱いのルールの内容
・設定のプロセス
・成果と課題

ヒアリング調査（ A都市、B都市で実施）アンケート調査（A都市、B都市で実施） ヒアリング調査（４都市で実施）



３．研究会のスケジュール（案）
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【第５回】
（6/24）

●H25年度の調査の
方針の検討
●調査対象都市の検討
●調査票の検討

【第６回】
（9～12月）

●ヒアリング調査

【第７回】
（12月）

●ヒアリングまと
め報告

●論点の整理

【第９回】
（３月）

●報告書案提示

調査スケジュール

今後の予定

ｱﾝｹｰﾄ修正案の作成・承認

【第８回】
（１月）

●論点の検討

事例の収集、分析（事務局）
・ﾏﾝｼｮﾝとの連携事例、
・個人情報保護対策等の取組等

１．全国の都市部のコミュニティに関する実態調査

（１）調査対象地域の選定

調査対象地域（案）の選定

地元自治会等との調整

（２）アンケート調査の実施

調査票設計

配布

回収

分析

（３）ヒアリング調査の実施

C都市、D都市 ● ●

A都市、B都市 ● ●

（４）実態調査取りまとめ

２．都市部のコミュニティに関する資料の収集、分析

３．調査結果のとりまとめ

４．研究会の開催 ● ●

１２月 １月 ２月 ３月

● ● ●

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

↓一次集計


